
2019年度　後期（秋季） 有機合成化学講習会

主催　有機合成化学協会／共催　日本化学会、日本薬学会／協賛　日本農芸化学会

「有機合成化学が切り拓く新しい世界
－独創的アプローチの最前線－」

日　時：2019年11月21日（木）~22日（金）
会　場：日本薬学会長井記念館長井記念ホール
	 （東京都渋谷区渋谷2-12-15／TEL.03-3406-3326）

【交通】◎�JR山手線、東急東横線・田園都市線、京王井の頭線、東京メトロ銀座線・
半蔵門線「渋谷駅」下車、JR渋谷駅東口より高樹町方面へ高速道に沿って
徒歩約8分

有機合成化学は文字通り有機化合物を合成する学問ですが、その本質は、有機合成反応や反
応試剤の研究・開発をベースとして世の中の役に立つモノを創り出すことであります。この観
点から、有機合成化学は世の中の役に立つモノを生み出したい異分野とのコラボレーションが
常に行われており、今までになかった機能を持つ有用な有機化合物が創製されています。この
ような認識のもと、有機合成化学が基盤となって発生する新たな分野を概括することは、有機
合成を生業とする皆さまが今後研究を進める上で大変有益であると考えられます。
そこで今回の講習会では、「有機合成化学が切り拓く新しい世界　－独創的アプローチの最
前線－」と題し、有機合成化学の新しい分野を独自の手法で開拓されている先生方を広くお招
きし、ご講演頂くことにいたしました。学界からは、分子性ナノ空間での高分子合成、データ
駆動型化学、疾患関連タンパク質のケミカルノックダウン、不活性結合の触媒的変換、生細胞
の機能解析手法、細胞内核酸イメージング、生合成遺伝子による天然物生産と誘導体展開につ
いて、いずれも新分野の最新の研究成果をご紹介いただきます。また、産業界からは、新しい
結晶化技術、核酸標的分子創薬、新規低活動膀胱治療薬の創製について、これまでになかった
技術や製品の実用化事例を中心に解説いただきます。
なお、今回の講習会は、前回に引き続き遠方からもご参加しやすいよう、第１日目を午後か
らスタートいたします。そのため、ご好評頂いておりますランチョンセミナー形式での企業の
事業紹介は第2日目に実施いたします。また、これまでと同様に会場での最新の機器、試薬、
材料などの展示も予定しておりますので、併せてご活用ください。
さらに、第１日目の講演終了後には講師の先生方を囲んで恒例のイブニングセッションを開
催いたします。先生方との直接会話でさらに講演内容の理解を深めていただけますし、また参
加者同士の交流で情報ネットワーク、人脈作りにもご活用いただけます。ぜひ、積極的にご参
加下さい。
本会は、通常の学会やシンポジウムとは一線を画す「講習会」です。普段は聴けない第一線
の研究成果を落ち着いた講習会形式で一挙に拝聴できる貴重な機会となります。是非参加され、
「新しい世界」への理解を深め、ご自身の研究に役立てて頂ければ幸いです。多数のご参加を
心よりお待ちしております。
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11月21日（木）	 （※下記時間は質疑応答を含まない/敬称略）第1日目

１２：５５～１３：００ 開会挨拶

1 13：00~13：50「MOFのナノ空間内での新しい高分子化学」
東京大学大学院新領域創成科学研究科物質系専攻教授　植村　卓史　

金属イオンと有機配位子からなる多孔性金属錯体 (MOF) は、そのナノ空間のサイズ、形状、表面状態を合理
的に設計可能であることから、高分子合成や集積の場として利用することで、得られる高分子の一次構造（立
体規則性、反応位置、シークエンスなど）や集積状態（配向化、アロイ化など）を精密に制御できる。このよ
うな機能性ナノ空間を用いた新しい高分子化学について、演者の研究を中心に解説する。

2 14：05~14：45「異分野連携による新しい結晶化技術の開発とその事業化による
大学発ベンチャー起業」

（株）創晶　代表取締役社長　安達　宏昭　
2001年からフェムト秒レーザー照射による結晶化に取り組み、新機能結晶の開発に携わる研究者とタンパク

質研究者との異分野連携による「創晶プロジェクト」（Crystal Design Project）を立ち上げ、革新的な結晶化技
術の開発を行ってきた。その成果により、2005年に大阪大学発ベンチャー「株式会社創晶」を起業し、それから
14年間、110社を超える企業からタンパク質や医薬候補化合物（有機低分子）等の難結晶化サンプルの結晶化受
託実績がある。本講習では結晶化技術と産業利用促進の歩みを紹介したい。

（20分間=15：00~15：20）　＊ブレイク

3 15：20~16：10 「我が国のデータ駆動型化学の黎明から現在まで」
東京大学大学院工学系研究科化学システム工学専攻教授　船津　公人　

いまやデータ駆動型化学（ケモインフォマティクス）は、化学の研究のスタイルを変えようとしてる。しか
しながら、現在のこのような流れが当たり前のようにあったわけではない。我が国のデータ駆動型化学の発展
の歴史の中で取り組まれてきた研究を振り返り、その根底にある斬新なアイデアを紹介しながら、我が国がデ
ータ駆動型化学の発展に寄与してきた道のりを紹介する。

4 16：25~17：15 「細胞内の疾患関連タンパク質を減少させる有機化学的手法」
東北大学大学院生命科学研究科活性分子動態分野教授　石川　　稔　

生体内で不要になった基質タンパク質は、酵素ユビキチンリガーゼによってユビキチン（目印）が付与され、
分解される。我々はこのユビキチンプロテアソーム系を人工利用すべく、ユビキチンリガーゼと疾患関連タン
パク質を人工的に近接させる低分子を設計・合成した。そして本低分子が、疾患関連タンパク質の寿命を生理
的条件で短縮できることを明らかにした。標的タンパク質の存在量を減少させる本手法は、タンパク質の機能
を制御する従来の低分子創薬手法とは異なり、低分子創薬の守備範囲を拡張できる可能性がある。

5 17：30~18：10 「核酸標的低分子創薬の理論と実際」
（株）Veritas In Silico代表取締役社長　中村　慎吾　

核酸医薬品の上市が相次ぎ、mRNA を標的とした低分子創薬も米国を中心として急速に盛り上がっている。
VIS は、社内においては中分子創薬を、パートナー製薬会社とともに低分子創薬を行っている。低分子創薬に
おいては、独自の mRNA 構造解析システム MobyDick によるインシリコ解析に始まり、解析された標的をプロ
ーブに仕立て上げ、短期間に高速・高感度スクリーニングを実現する。その後、RNA- 低分子複合体の3次元構
造実測、QM 計算によって化合物最適化を行う。VIS 技術群は製薬会社各々の低分子創薬インフラ活用を最大
化し、数多くの FIC 創出に貢献する。

18：25~19：55 ＊イブニングセッション（於；ロビー）
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イブニングセッション
（人･情報･話題のネットワークの拡がりを求めて）

初日プログラム終了後、同会場で講師を囲んで質疑応答、討論をじっくり行うものです。
また参加者同士の人脈交流の場として利用して頂いています。受講の方は無料です。

展示コーナー 講演に関連する材料や機器（情報集積・表示関連材料・機器、分子モデルソフト、コンビ
関連機器、新試薬など）の展示を行います。

11月22日（金）第2日目

6 9：45~10：35 「不活性な化学結合の触媒的変換」
大阪大学大学院工学研究科応用化学専攻教授　鳶巣　　守　

化学反応は結合の切断と形成により進行する。弱い結合を切断し、より強い結合が形成される反応が、一般
に起こりやすい。それゆえ、現在汎用される反応の多くは、炭素－ハロゲン結合やπ結合などの弱い結合の切
断を起点とする反応である。本講習では、通常不活性とされる炭素－炭素や炭素－ヘテロ原子結合の切断を経
る触媒反応について紹介する。

7 10：50~11：30 「新規低活動膀胱治療薬を志向したプロスタグランジンE2受容体デュアル
作動薬（ONO-8055）の創製」

小野薬品工業（株）水無瀬研究所医薬品化学研究部　木下　晶博　
ONO-8055は、プロスタグランジン E2（PGE2）が生体内リガンドとして作用する4つの EP 受容体のうち、

EP2と EP3受容体のみに対して作動活性を有する新規低活動膀胱治療薬を志向して開発された。ONO-8055は、
3つの不斉中心やトリフルオロビニル構造等、特徴的な化学構造を有し、その合成法の確立に至る過程では、大
環状ラクトンを経由したジアステレオマー分割、16位三級炭素の立体配置の単結晶構造取得による決定等が含ま
れる。本講習では、ONO-8055の創製に至った構造活性相関及び合成法について紹介する。

＊ランチョンセミナー（予定）&昼休憩

8 13：15~14：05 「生細胞で機能する化学プローブ・化学的解析手法の開発」
理化学研究所袖岡有機合成化研究室専任研究員　闐闐　孝介　

生物活性化合物の作用機序を明らかにするためには、その細胞内局在や標的蛋白質を明らかにすることが重
要である。本講習ではそのための手法として我々が開発した２つの化学的手法、①アルキンタグとラマン顕微
鏡を組み合わせた低分子化合物の生細胞イメージング法 Alkyne-tag Raman Imaging（ATRI）および②生細胞
中で生物活性化合物の標的蛋白質を蛍光標識可能なラベリングユニットO-nitrobenzoxadiazole（O-NBD）に関
して紹介する。 

（20分間=14：20~14：40）　＊ブレイク

9 14：40~15：30「細胞内核酸の振る舞いを照らし出す人工核酸の合成と反応」
東京大学先端科学技術研究センター生命反応化学分野教授　岡本　晃充　

「メチル化」とは、メチル基が付加／置換する化学反応を指し示す化学の言語である。遺伝子発現機能を左
右する DNA で起こるメチル化は、すなわち DNA が有機化合物である証左であり、有機化学的に取り扱うこと
のできる現象であることを示している。われわれは、メチル化 DNA を理解するための分子を人工的に合成する
ことによって、エピジェネティクス、すなわち遺伝子配列を変えずに遺伝子発現を制御するメカニズムを可視
化することに取り組んでいる。本講習では、われわれの研究室で開発したいくつかの例について紹介したい。

10 15：45~16：35「生合成遺伝子を応用した天然化合物生産および誘導体展開技術」
産業技術総合研究所生命工学領域創薬基盤研究部門最先端バイオ技術探求G　新家　一男　

現在上市されている医薬品の5～6割は、天然化合物あるいはその構造を模倣して合成された化合物である。
天然化合物は有用な医薬品開発のリソースとして用いられてきたが、新規化合物の発見率が下がっていること、
また複雑な構造故に、臨床開発での誘導体展開が困難であるというボトルネックがある。これらの問題を解決
する手段として、生合成遺伝子を応用する技術の開発を進めている。本講習では、それらの最新の技術および
成果について紹介する。

16：50 閉会挨拶
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同 所 在 地

連 絡 先

受 講 料 送 金 方 法

備 考イブニングセッション
いずれかに○印

請求書・領収書
の 発 行

□個人会員　□法人会員　□学生会員　□シニア会員

〒

〒

e-mail:

　TEL
　FAX
※印をいれてください→自宅（　   ）　勤務先（　   ）

円 銀　行・郵便振替・その他

定員120名になり次第（座席指定制・先着順）

〈キリトリ線〉

2019年度　後期（秋季）有機合成化学講習会参加申込書

受付番号氏 名

会 員 資 格
※該当箇所に□を入れて下さい

□有機合成化学協会　会員NO. □日本化学会
□日本薬学会
□日本農芸化学会

□会員外

勤 務 先 名
ま た は 学 校 名 職 名

参　加　　　　不参加

請求書発行
　　　　　　 希望（　　）　不要（　　）

領収書発行
　　　　　　 希望（　　）　不要（　　）

※入金確認後の
　発行となります

◆定員◆定員

受講料（テキスト・送料／消費税含む）受講料（テキスト・送料／消費税含む）

  企業社員 学校・官公庁職員・研究生 学生（研究生除く）

 主催・共催 33,000円 28,000円 16,000円

 会員外 52,000円 42,000円 27,000円

 参加費→
↓会員資格

＊主催のシニア会員価格：17,000円
＊本会普通会員（法人）所属の社員は会員扱いとします。
＊テキスト発送後にキャンセルを申し出られても理由の如何を問わず参加費
返金ができませんのでご注意下さい。

受講料（テキスト・送料／消費税含む）

◆問合せ先◆問合せ先

◆参加申込方法◆参加申込方法

下記の［1］or［2］でお申込み下さい。テキストは開催約１週間前に送付予
定です。
［1］ホームページよりhttps://www.ssocj.jp/
受信後、直ちに受付しました旨のe-mailを送信します（この受信メールが届
かない場合、申込受付が未完了。お手数ですが再登録をお願いします）。

［2］FAXにて
①氏名、②勤務先、③電話番号、④連絡先（自宅・勤務先の区別を明
記）、⑤会員資格､⑥会員番号､⑦請求書･領収書希望の有無､以上を明
記して下記あてお申込み下さい。

〒101-0062　東京都千代田区神田駿河台1－5
公益社団法人有機合成化学協会「講習会係」
TEL：03－3292－7621，FAX：03－3292－7622
［1］［2］ともお申込みと同時に、郵便振替（00100－1－157690）または銀行振込
（みずほ銀行神田支店／普通預金／NO.1620638／名義：公益社団法人
有機合成化学協会）にてご送金をお願いします。
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